
課題と方向性

①自然再生に係る技術的知見の集積

課 題 方 向 性

具体的事例をさらに積み重 自然再生の取組は始まったばかりであり、科学

ねることにより、自然再生の 的な調査やモニタリングによる順応的な進め方を

、 。技術的知見等の集積を進め 基本としているため 事例の蓄積には時間が必要

る。 引き続き、着実に自然再生を推進し、各地での

取組を通じた技術的知見の集積に努力。

②全国的な視点に基づく自然再生の推進

課 題 方 向 性

ボトムアップによる取組に 長期的な観点に立った国土のあり方を考える中

加えて、全国的な視点に基づ で、自然再生の必要性が高い地域を抽出していく

く自然再生の方向性を示すこ ことが必要。

と。 現在策定作業が進められている国土形成計画や

その後の広域地方ブロック計画において、全国的

あるいは広域的な視点に立った生態系ネットワー

クの構想を具体的な形で示すことについて、関係

各省とも連携して検討。

③民間団体等が民有地において実施する自然再生活動への支援の充実

課 題 方 向 性

民間団体等が民有地におい 民間団体等が、特に民有地において自然再生に

て実施する自然再生活動を支 取り組む場合の支援のあり方（民間資金の活用や

援すること。 土地所有者との調整等）について、より効果的な

手法等を検討。

④自然再生推進法に基づく協議会のあり方

現 状 理 由

自然再生推進法に基づく協 自然再生の取組は始まったばかりであり、当面

議会とそれ以外の取組がある は各地での取組が着実に進むことが肝要。

ことへの対応。 自然再生推進法については、法施行後五年を経

過した時点での各地の取組状況や課題等を検証し

た上で、制度面の見直し等を検討。
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